
 

 

61 早すぎて願い忘れる流れ星 

鹿野学園 

流沙川学舎 

47 世界一いいお祭りはたん生日  

63 正直に心の声が顔に出る 

5 背で語る父になりたい酒を飲む 

7 授業中こっそりお触れ書きがくる 

10 にんげんが安心をする緑色 

8 練習の成果うれしい日にしよう 

9 欲しかったクマの人形だいて寝る 

4 がんばれた今日ににっこり感謝する 

13 闇の中闇を写している鏡 

11 ひとりぽっちになってしまったけど走る 

12 夕焼けはその日その日の神の彩 

14 うれしさを半分仏にもあげる 

25 素粒子にカミオカンデの水静か 

28 ふるさとの母に捧げるホームラン 

32 学ぶ事会った人数にも勝る 

33 砂時計砂はまじめに落ちていく 

42 メガネかけきのうの僕とさよならだ 

27 現住所人間砂漠と書いておく 

38 まごころを配ると笑顔満開だ 

29 沈む陽が争いはもう止せという 

21 第一ヴァイオリン弾くてっぺんの柿一つ 

18 団結の出来ぬ悲しい砂の性 

19 身の丈の答えをくれる里の風 

17 反抗期子の羽ばたきだなと思う 

23 泣きなさい輝くときがきっとくる 

64 にこにこで近寄る母は要注意 

16 なきながらといたもんだいわすれない 

3 学校も春から夏のかおになる 

24 盲導犬君から学ぶ思いやり 

15 ふる里に戻る敗北感は無い 

20 ふるさとはきれいな星の生産地 

鳥
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鹿野城跡公園 

県道鳥取鹿野倉吉線 

43 メガネから力をもらう視野もらう 

31 九官鳥孫の名前を呼び捨てる 

 2 鮎もまた傷つきながら川のぼる 

34 今ぼくは進路に橋を架けている 

6 牛からの白い素敵なプレゼント 

40 生きてゆく長い廊下を一歩ずつ 

41 恐竜もぼくらと同じちきゅうの子 

37 蟹の目も僕も何かを探してる 

22 砂遊びやろうよ砂が呼んでいる 

1 花になり実になり踊り抜く系譜 

48 一りん車サドルのいちをたかくした 

46 ぼくももう七つになるよおとうさん 

52 バーベキュー空の景色もごちそうだ 

53 けんかしてなげた言葉になみだ出た 

55 おいしいと右手左手とまらない 

57 きょうだいの二段ベットはひみつきち 

58 きょうかしょがヒソヒソばなしランドセル 

59 宝石のように輝く祖父の辞書 

44 いちにっさん遊び仲間が増えていく 

62 てんとはねおもいでいれるふくろだよ 

36 応援の家族の側をかけぬける 

49 なみだはねよこにいくのがきらいだよ 

51 ほっぺたににこにこさいた赤い花 

45 どのえのぐぬろうかははのわらいがお 

50 まつり見て笑ってくれる神さまだ 

39 雪だるま晴れているのにかなしそう 

54 おやつはねかなしい気持ちふきとばす 

56 「ごめんね」の手紙かくのに一時間 

60 かみさまはないている子をわらわせる 

30 ふるさとのうたきこえるよ森のかぜ 

35 瞳みて信じられてる事を知り 

26 鳥取の砂丘の砂は人が好き 


